







































































































































































































































































































































































































































































            （363 遺跡＝多武峰城塞跡岡道地区　　   は大字境界の略線・　と　ラインは小原の南域）
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岡
第４図　岡寺山の遺跡など
　　　　（363遺跡＝多武峰城塞跡岡道地区　　			は大字境界の略線・ⒶとⒷラインは小原の南域）
第５図　岡寺山をめぐる大字割（　　　は境界・マピオン地図を参考に作成した）
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Ⅳ．飛鳥の神奈備山をめぐって
（１）	 神奈備山への意識
　これまで筆者は伝飛鳥板蓋宮跡から見た神奈備山の景にこだわってきた。当地には飛鳥
の中心となる宮が集中しており、神奈備山への祭祀は王権の儀礼と深く関わっているから
である（29）。明日香村の「伝飛鳥板蓋宮跡」は、正確に言えば三層から成っている。下層
の第Ⅰ期遺構は舒明朝「飛鳥岡本宮」、中層の第Ⅱ期遺構は皇極朝の「飛鳥板蓋宮」、上層
は二分され古い第ⅢＡ期遺構は斉明朝の「後飛鳥岡本宮」で新しい第ⅢＢ期遺構は天武・
持統朝の「飛鳥浄御原宮」に比定されている。現地で目を引く整美な石敷き井戸はⅢ期遺
構に属する（30）。さて、飛鳥の神奈備山はいつ頃から意識されたのであろうか。
　第Ⅰ期の「飛鳥岡本宮」は北から西に約20度振れて建築されている。これについて酒
井龍一氏は、推古朝の「斑鳩―太子道（筋違道）―飛鳥」を結ぶ“推古朝の都市計画”の
枠組みの中で説明できるとしている（31）。かかる飛鳥岡本宮と神奈備山（岡寺山）との関
連は不分明である。
　次いで、第Ⅱ期遺構の段階を迎える。「飛鳥板蓋宮」である。この王宮は飛鳥地域で方
位を初めて正方位にとることで知られている。以降、飛鳥宮第ⅢＡ期遺構や第ⅢＢ期の遺
構はそれを継承している。留意したいのは第Ⅱ期遺構である。発掘調査で東西約190ｍ、
南北約198ｍ以上の掘立柱塀や回廊状の区画施設が方形に廻っていることが確認されている。
南端では東西に走るSA7913（築地・塀）や	SD7914（溝）によって区画されている（32）。
このラインを東に延長すればほぼ正しく岡寺山の頂きを指している（第６図）。かかる外
域施設の方向が神奈備山といかなる関係性を有するかについて妙案はもたないが、さりと
て看過するには惜しい。あるいは黒崎直氏が説く、飛鳥の方形地割の５分の１里方眼（約
106m）のラインに偶然乗った結果かもしれない（33）。
　かかる懸念はあるが神奈備山との関係性の観点から、仮説として皇極天皇の飛鳥板蓋宮
（643年造営）は飛鳥の神奈備山を意識して造営された可能性を呈しておきたい。また、
明日香村川原の川原下ノ茶屋遺跡で幅約12ｍの東西道路が確認されている。この道路跡
は亀石遺跡や川原寺の南門と橘寺の北門との間でも見つかっており（34）、その延長は伝飛
鳥板蓋宮跡のエビノコ郭の西門付近に至っている。敷設は天武朝で廃絶は藤原宮期と、存
続期間は幹路の割には意外と短かったとされている（35）。
　この堂々たる大路の延長線は藤本山や細川山の頂を指している。今後の課題となるが、
飛鳥宮最終段階に至って飛鳥の神奈備観が広域化した可能性も視野に入れておきたい。　
（２）神奈備山へ登る人々
飛鳥の神奈備山は、時にはヒトの登拝を許す山であった。『万葉集』に次の歌がある。
神岳に登りて、山部宿禰赤人が作る歌一首〔并せて短歌〕
○みもろの　神奈備山に　五百枝さし　しじに生ひたる　つがの木の　いや継ぎ継ぎに　
玉葛　絶ゆることなく　ありつつも　止まず通はむ　明日香の　古き都は　山高み　川と
ほしろし　春の日は　山し見が欲し　秋の夜は　川しさやけし　朝雲に　鶴は乱れ　夕霧
に　かはずは騒ぐ　見るごとに　音のみし泣かゆ　古思へば（巻 3・324）
反歌
○明日香川　川淀去らず　立つ霧の　思ひ過ぐべき　恋にあらなくに（巻・325）
この歌の「明日香の　古き都は」、「天武・持統両天皇の皇宮清御原宮の跡を中心として
いる」とされている（36）。上野誠氏は、長歌冒頭の「みもろ（三諸）の神奈備山」が、題
詞にあるように「神岳」と呼ばれていたことが知られるのであるとし、「少なくとも奈良
朝後半において＜飛鳥のカムオカ＝飛鳥のカムナビ＞とみる考え方が、存在していたこと
は確認できる」としている。そして、この歌は奈良朝おそらくは聖武朝における古代追憶
の情を述べた作品であると説いている（37）。少なくとも奈良朝において、飛鳥の神奈備
山の聖性が意識されていたことがうかがえる。
他方、不純な意図をもって登山する人がいた。『日本書紀』天武天皇四年（675）十一月
三日の記事に、「十一月の辛丑の朔にして癸卯に、人有りて宮の東の岳に登り、妖言（古
訓－オヨヅレゴト）して、自ら刎（くびは）ねて死ぬ。是の夜の直に当れる者に、悉くに
0 500m
川原寺
東西道路
橘寺
伝飛鳥板蓋宮跡
岡寺山
藤本山 細川山
第６図　宮跡の真東に位置する岡寺山など
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（２）神奈備山へ登る人々
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くに爵一級を賜ふ」とある（38）。
　これについて『新編日本古典文学全集４　日本書紀③	』の頭注は、「妖言をして自殺し
たのだから、発言者は決死の覚悟であったとすると、おそらく皇居間近の丘上から大声で
政治批判を行ったというようなことが想像できる」とし、「宮の東の岳」については「酒
船石のある南北に連なる丘陵をさすか」としている。それにしても、自死させた宿直者に
褒美として爵位が成された、というのは決して軽い事件であったとは思えない。
　この記事は「宮の東の岳」とだけ記す。山部赤人は神奈備山を「神丘」と記す。これが
同一のものを指すとすれば面白い。けれども記事では判断できない。天武朝における「飛
鳥浄御原宮」は「飛鳥宮のⅢ－Ｂ期の遺構」で示されていることに留意したい（39）。そこ
に立って見れば「宮の東の岳」は直ぐに了解できる（写真10）。真東に岡寺山（神奈備山）
が直視できるのである。ここでは「宮の東の岳」とは飛鳥の神奈備山を指すと理解してお
きたい。すなわち神奈備山を舞台にした妖言であつたから大事件につながったと推定した
いのである。ところで「妖言」（およづれごと）とは何であろうか。
　石田王の卒りし時に、丹生王の作る歌一首〔并せて短歌〕
　○なゆ竹の　とをよる御子　さにつらふ　我が大君は　こもくりの　泊瀬の山に　神さ
びに　斎きいますと　玉梓の　人そ言ひつる　逆言（およづれ）か　我が聞きつる　狂言
（たはごと）か　我が聞きつるも　天地に　悔しきことの　世の中の　…（略）…　（巻
３－420）
　反歌
　○逆言の　狂言とかも　高山の　巌の上に　君が臥やせる（巻３－421）
　○狂言（たはごと）か　逆言（およづれごと）か　こもりくの　泊瀬の山に　廬りせり
と言ふ（巻７・1408）
　このように『万葉集』に３首見える「逆言－およづれごと」は、「狂言―たはごと」と
対で歌われ、いずれも石田王の葬地（巻３－420、421）や挽歌（巻７・1408）の舞台と
しての「泊瀬の山」を詠みこんでいる。かかる用例から類推すれば、天武紀に記された
「妖言」は『新編日本古典文学全集4　日本書紀③	』の頭注が記すような“決死の覚悟”
とか“政治批判”などといった凛々しさを伴った解釈は現代的に過ぎるようだ。政治批判
と言うよりは、例えば、天皇の死とも関わる不吉な言葉を発するなどが「妖言」であった
のかもしれない。かかる妖言者が「是の夜の直に当たれる」とあることから夜間に神奈備
山へ登っているのである。「神が示現して力を発揮するのは夜のことであった」とか（40）、
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「夜は、神の世界を本質とするから、人間にさまざまな障りをもたらす神的・霊的なモノ
たちの跳梁する時間でもあった」とされている（41）。
　かかる妖言者は、この点においても禁忌を犯しているのである。類推を重ねるが妖言者
は、神威に当たって「自ら刎ねて死」したことで事件は終息したと見ればどうであろうか。
　神奈備山の聖性と権威が汚されることなく維持されたのである。「宿直者」への爵位は
かかる功績からのものであったのかもしれない。
Ⅴ．おわりに
　本稿では、諸説ある「飛鳥の神奈備山」のうち実景論的立場から伊藤高雄氏による岡寺
山説がもっとも相応しいとした。神体山として典型的な三輪山をモデルとして、その姿形
を重ねての比定である。出来るだけ現地の景に従い、当時（飛鳥時代）の神体山観のなか
で理解しようと努めたつもりである。岡寺山は、これまで日常の風景の中にあまりにも溶
け込んでいたために注目度が低かったものと思われる。溶け込んでいるが故に筆者はなお
さらに、当地に「神奈備の里」の新たな原風景を感じるのである。
　これまで岡寺の山腹や麓の丘陵では亀形石遺跡や酒船遺跡などが注目されており、当地
が聖水や聖地と関わる「飛鳥岡」として論じられてきた。それらは岡寺山が飛鳥の神奈備
山であれば、一体感のある「飛鳥岡」の空間として無理なく認識出来るところとなる。
　重論するが、これまで有力視されてきた「ミハ山」は、「飛鳥岡」とは飛鳥川を挟んだ
対岸に位置し、かつ三輪山と比べて、まったく神体山の体裁を成していない。王権の儀礼
と深く関係したであろう飛鳥の神奈備山は、やはり三輪山と同様に壮大で整美な「岡寺
山」であったに違いない。
　本稿が、飛鳥の神奈備山と飛鳥岡をめぐる論について、いくらかなりとも寄与するとこ
ろがあれば嬉しい。冒険や推論を重ねた箇所も多く、すでに解決済の課題や基本的文献の
遺漏もあると思われる。これらについて識者のご教示ご批正を賜れば幸いである。
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